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８
月
26
日
㈰
に
大
浦
地
区
と
朝
来

地
区
で
原
子
力
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。大
規
模
地
震
に
伴
い
、
高
浜
・

大
飯
発
電
所
で
共
に
原
子
力
災
害
が

発
生
し
、
地
域
が
孤
立
し
た
場
合
な

ど
を
想
定
。

　
市
は
、子
育
て
世
帯
の
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
や
市
外
か
ら
の
移
住
、ま
ち
な
か

エ
リ
ア
へ
の
移
住
を
希
望
す
る
人
を

支
援
す
る
た
め
に
、独
立
行
政
法
人
住

宅
金
融
支
援
機
構
と「【
フ
ラ
ッ
ト
35
】

子
育
て
支
援
型
・
地
域
活
性
化
型
及
び

移
住
定
住
促
進
事
業
に
係
る
相
互
協

力
に
関
す
る
協
定
」を
７
月
11
日
に
締

結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、舞
鶴
市
役
所
で
行
わ
れ
た

締
結
式
で
は
、多
々
見
市
長
と
住
宅
金

融
支
援
機
構
（
加
藤
利
男
理
事
長
）
の

栁
瀬
守
・
近
畿
支
店
支
店
長
が
協
定
書

を
交
換
し
ま
し
た
。子
育
て
支
援
と
地

域
活
性
型
（
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
形

成
・
空
き
家
対
策
）を
網
羅
し
た
協
定

締
結
は
全
国
初
。ま
た
、
地
域
活
性
化

型
（
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
形
成
）
の
協

定
締
結
は
近
畿
で
は
初
め
て
で
、同
型

（
空
き
家
対
策
型
）は
府
内
で
初
め
て
。

　
同
協
定
は
、市
の
移
住
・
定
住
に
関

す
る
補
助
事
業（
子
育
て
世
帯
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
、
農
村
移
住
促
進
事

業
、ま
ち
な
か
エ
リ
ア
定
住
促
進
空
き

家
再
生
事
業
）を
利
用
す
る
場
合
、
対

象
住
宅
の
購
入
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に
係

る
費
用
の
借
入
金
利
の
引
き
下
げ
を

受
け
ら
れ
る
も
の
。主
な
市
の
事
業
概

要
は
左
表
の
と
お
り
。

《
移
住
・
定
住
促
進
課
、都
市
計
画
課
、

農
林
課
》

原
子
力
防
災
訓
練
を
実
施

８
月
26
日　
大
規
模
地
震
に
伴
う
原
子
力
災
害
を
想
定

　

　
７
月
１
日
、
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
教

育
隊
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
38
回
舞
鶴
市

消
防
団
消
防
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
と
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
市
内
の
消
防
団

20
個
団
約
4
５
０
人
が
参
加
し
、
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　
消
防
操
法
と
は
、
ポ
ン
プ
や
ホ
ー

ス
の
展
開
、放
水
、撤
収
ま
で
の
一
連

の
流
れ
の
速
さ
や
正
確
さ
な
ど
を
競

う
も
の
。ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
は

南
消
防
団
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

で
は
岡
田
上
消
防
団
が
優
勝
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
《
消
防
本
部
》

20
個
消
防
団
が
正
確
性
や
迅
速
性
を
競
う

舞
鶴
市
消
防
団
操
法
大
会
を
開
催

39 代目
クイーンまいづる  決まる

▲左から堀さん、湯沢さん、平松さん

　第39代クイーンまいづるに京都北都信用
金庫舞鶴中央支店勤務の堀絢夏さん（25歳、
公文名）、神戸女学院大文学部３年の湯沢
沙梨菜さん（20歳、西宮市）、海上自衛隊第23
航空隊２等海曹の平松涼子さん（29歳、長浜）
が選ばれました。
　３人は、７月28日にマナイ商店街で行われ
たみなと舞鶴ちゃったまつり前夜祭で第38代
クイーンまいづると交代。この日から１年間、
市内・外のイベントで舞鶴の魅力を全国に発
信します。　　　　　　　　　《観光商業課》

　
市
で
は
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
づ
く
り
」
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、
青
葉
中
学
校
区
と
和
田
中
学
校

区
に
あ
る
小
・
中
学
校
に
、
学
校
運

営
協
議
会（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
）を
設
置
し
ま
し
た
。

　
協
議
会
は
、保
護
者
や
地
域
、教
職

員
の
代
表
で
構
成
。各
学
校
の
教
育

目
標
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
情
報

を
共
有
し
、話
し
合
い
を
通
じ
て
、学

校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
力
に
よ

り
、
地
域
ぐ
る
み
で
よ
り
良
い
教
育

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

       　
　
　
　
　

 《
教
育
企
画
課
》

学
校
運
営
協
議
会
を
青
葉
・
和
田
校
区
に
設
置

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

　
模
範
と
な
る
優
れ
た
工
事
を
施
工

し
た
事
業
者
を
表
彰
す
る
舞
鶴
市

優
良
工
事
施
工
者
表
彰
式
を
７
月
20

日
、市
役
所
で
開
催
。29
年
度
に
完
成

し
た
市
発
注
の
入
札
工
事
１
７
０

件
か
ら
特
に
優
れ
た
７
社
に
対
し
、

多
々
見
市
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
表
彰
に
際
し
多
々
見
市
長
は
「
受

賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
研
さ
ん
を
積

ん
で
い
た
だ
き
、技
術
力
・
施
工
能
力

を
さ
ら
に
向
上
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　
同
制
度
は
公
共
工
事
の
品
質
確
保

と
請
負
者
の
技
術
力
・
施
工
能
力
の

向
上
を
目
的
に
創
設
し
た
も
の
で
、

今
回
で
３
回
目
。

　
受
賞
し
た
施
工
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▪
最
優
秀
賞

　
鶴
美
建
設
株
式
会
社

▪
優
秀
賞　

❖
シ
ン
コ
ー・ツ
バ
サ
特
定
建
設
工

　
事
共
同
企
業
体（
土
木
一
式
工
事
）

❖
新
和
建
設
株
式
会
社

　
（
土
木
一
式
工
事
）

❖
株
式
会
社
ア
ト
ラ
ス

　
（
土
木
一
式
工
事
）

❖
岩
田・西
谷
特
定
建
設
工
事
共
同

　
企
業
体（
電
気
工
事
）

❖
今
村
工
業
株
式
会
社（
ほ
装
工
事
）

❖
鶴
美・サ
ク
ラ
イ
特
定
建
設
工
事

　
共
同
企
業
体（
水
道
施
設
工
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
《
指
導
検
査
課
》

市
内
の
企
業
７
社
が
受
賞

優
良
工
事
施
工
者
を
表
彰

　
こ
の
訓
練
で
は
、
防
災
関
係
機
関

と
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
訓
練

を
行
う
こ
と
で
、
避
難
誘
導
体
制
の

確
認
や
防
災
関
係
機
関
の
連
携
を
強

め
、ま
た
、市
民
の
皆
さ
ん
の
住
民
避

難
手
順
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
訓
練
の
実
施
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。訓
練
の
詳
細
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▪
日
時

　
８
月
26
日
㈰
８
時
～
17
時

▪
場
所

　
大
浦
地
区（
大
山・田
井・成
生・

　
野
原
）、朝
来
地
区

▪
訓
練
の
概
要

《
Ｐ
Ａ
Ｚ
地
区
避
難
訓
練（
大
浦
地
区
）》

　
❖
情
報
伝
達
訓
練

　
❖
住
民
避
難
訓
練

　
❖
空
路
や
海
路
避
難
に
よ
る
孤
立

　
　
住
民
避
難
訓
練

《
U
P
Z
地
区
避
難
訓
練（
朝
来
地
区
）》

　
❖
情
報
伝
達
訓
練

　
❖
住
民
避
難
訓
練（
朝
来
小
学
校
）

　
❖
安
定
ヨ
ウ
素
剤
緊
急
配
布
訓
練

　
❖
広
域
避
難
訓
練（
福
知
山
市
三

　
　
段
池
公
園
↓
京
都
市
）

　
❖
避
難
退
域
時
検
査・除
染
訓
練

　
❖
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
訓
練

　
❖
放
射
線
防
護
対
策
設
備
稼
働
訓

　
　
練
な
ど

▼
詳
し
く
は
、
危
機
管
理
・
防
災
課

（
☎
66・１
０
８
９
）へ
。

住
宅
の
購
入
・
改
修
時
の
借
入
を
支
援

当
初
５
年
借
入
金
利
０・２
５
㌫
引
き
下
げ

▲協定を締結し握手する多々見市長（右）と
栁瀬支店長（左）

事業名
子育て世帯住宅
リフォーム等支援
事業

農村移住促進事業 まちなかエリア
定住促進空き家
再生事業

移住促進住宅
整備事業

移住者金利負担
軽減事業

対象

❖多子世帯
❖３世代近居を新
　たに始める世帯
❖３世代同居を新
　たに始める世帯

空き家バンク制
度を利用しての
移住希望者

空き家バンク制
度を使用して市
外からの移住希
望者

空き家バンク制
度を利用する市
内・外からのま
ちなかエリア内
への移住希望者

内容

❖住宅リフォーム
　工事費
❖住宅購入・賃貸に
　かかる仲介手数料

移住促進特別区
域の空き家の改
修費用補助

空き家の取得・
改修に必要な資
金の融資に係る
金利補助

購入・賃貸する
空き家の改修費
用

窓口 移住・定住促進課
（☎ 66・1085）

農林課
（☎ 66・1023）

都市計画課
（☎ 66・1048）

※各事業の詳細は窓口へお問い合わせを

自宅自宅朝来小学校福知山市
三段池公園

徒
歩
、
自
家
用
車
な
ど
で
避
難
時
集
結
場
所
へ

バ
ス
で
避
難
中
継
所
へ

❖
避
難
カ
ー
ド
の
提
出

❖
避
難
先
の
確
認

❖
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
緊
急
配
布
に
係
る
簡
易
問
診
を
受
診

❖
簡
易
問
診
結
果
に
よ
っ
て
安
定
ヨ
ウ
素
剤
（
ア
メ
で
代

　

用
）
を
受
領
、
服
用

❖
避
難
中
継
所
へ
移
動

③ 

避
難
時
集
結
場
所
に
集
結

① 

屋
内
退
避
指
示

❖
防
災
行
政
無
線
、
広
報
車
、
消
防
団
の
巡
回
、

　

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
情
報
伝
達

❖
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
屋
内
退
避
の
行
動
を
確
認

❖
避
難
時
の
持
出
品
の
準
備

❖
避
難
カ
ー
ド
の
記
入

❖
防
災
行
政
無
線
、
広
報
車
、
消
防
団
の
巡
回
、

　

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
情
報
伝
達

❖
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
避
難
行
動
を
確
認

❖
避
難
時
の
持
出
品
と
避
難
カ
ー
ド
を
持
っ
て
避
難

　

時
集
結
場
所
へ
移
動

❖
避
難
完
了
の
目
印
と
し
て
白
い
タ
オ
ル
を
玄
関
先

　

に
掲
出

② 

避
難
指
示

❖
避
難
退
域
時
検
査
を
受
検

❖
汚
染
が
あ
れ
ば
除
染
を
実
施

❖
除
染
終
了
後
、
避
難
退
域
時
検
査
済
証
を
受
領

④ 

避
難
中
継
所

原子力防災訓練における住民の行動パターン
（ 朝来小学校区 Ｂゾーン ）

▲小型ポンプ操法の部で競技中の消防団員

▲全員で記念写真を撮影


